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奄
美
群
島
は
九
州
と
沖
縄
の
中
間
に
位
置
し
、
一
二
市
町
村
か
ら

な
る
「
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
人
の
温
か
さ
・
長
寿
・
子
宝
」
と
多

岐
に
わ
た
る
魅
力
を
持
っ
た
島
々
で
あ
る
。
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

を
は
じ
め
と
し
た
固
有
種
の
ほ
か
希
少
な
動
植
物
が
多
く
存
在
し
、

自
然
に
恵
ま
れ
た
島
々
で
も
あ
る
。

　

奄
美
大
島
・
徳
之
島
は
深
い
森
、
生
物
多
様
性
に
恵
ま
れ
た
島
。

喜
界
島
は
隆
起
珊
瑚
礁
か
ら
な
り
、
沖
永
良
部
島
で
は
鍾
乳
洞
を
活

か
し
た
ケ
イ
ビ
ン
グ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
与
論
島
は
干
潮
時

の
み
姿
を
現
す
「
百
合
が
浜
」
に
代
表
さ
れ
る
美
し
い
海
岸
線
を
有

す
る
。

　

歴
史
を
ひ
も
解
く
と
、
か
つ
て
一
四
〇
〇
年
代
よ
り
琉
球
王
朝
に

統
治
さ
れ
、
一
六
〇
〇
年
代
に
は
薩
摩
藩
の
統
治
下
に
入
る
な
ど
、

薩
摩
・
琉
球
相
互
の
影
響
を
受
け
た
独
自
の
文
化
が
築
か
れ
た
。

　

戦
後
は
、
一
九
四
六
年
二
月
よ
り
北
緯
三
〇
度
以
南
の
島
々
が
米

軍
統
治
下
に
お
か
れ
た
。
本
土
と
の
行
き
来
が
制
限
さ
れ
る
厳
し
い

状
況
の
中
、
群
島
内
の
み
な
ら
ず
本
土
在
住
出
身
者
も
一
丸
と
な
っ

た
復
帰
運
動
が
展
開
さ
れ
、
八
年
後
の
一
九
五
三
年
一
二
月
二
五
日

に
日
本
復
帰
を
果
た
し
た
。

　

島
ご
と
、
集
落
ご
と
に
異
な
る
個
性
を
有
し
、
地
域
の
伝
統
行
事

が
い
ま
に
受
け
継
が
れ
、
助
け
合
う
結
い
の
心
な
ど
の
島
民
性
も
育

ま
れ
て
き
た
。

　

奄
美
群
島
は
子
宝
の
島
・
長
寿
の
島
で
も
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
平
成
一
五
〜
一
九
年
の
合
計
特
殊
出
生

率
で
は
、
上
位
三
位
を
徳
之
島
の
三
町
が
独
占
し
た
。
本
年
二
月
に

発
表
さ
れ
た
同
二
〇
〜
二
四
年
合
計
特
殊
出
生
率
を
み
て
も
、
一
位

と
な
っ
た
伊
仙
町
を
は
じ
め
、
上
位
三
〇
位
以
内
に
奄
美
群
島
内
八

つ
の
町
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。

　

鹿
児
島
県
は
奄
美
群
島
の
子
宝
・
長
寿
を
支
え
る
要
因
を
分
析
し
、

子
宝
の
要
因
と
し
て
「
子
は
宝
」
と
い
う
価
値
観
、
共
助
の
し
く
み
、

地
域
に
対
す
る
魅
力
な
ど
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
長
寿
の
要
因
と
し
て

は
、
海
洋
の
大
気
に
多
く
触
れ
る
居
住
環
境
、
奄
美
群
島
独
特
の
食

材
・
料
理
（
黒
糖
・
豚
肉
・
海
藻
な
ど
）
を
多
く
食
べ
る
食
習
慣
、
生

①
地
域
振
興
の
展
望

特
集
　奄
美
・
小
笠
原
法
改
正ビ

ジ
ョ
ン
実
現
の
基
盤
と
な
る

新
し
い
奄
振
法

昭
和
29
年
伊
仙
町
生
ま
れ
。
鹿
児
島
大
学
医
学
部
卒
。

徳
之
島
徳
洲
会
病
院
院
長
、
鹿
児
島
県
議
会
議
員
を
経

て
、
平
成
13
年
伊
仙
町
長
就
任
（
現
在
4
期
目
）、
同

24
年
2
月
か
ら
26
年
2
月
ま
で
大
島
郡
町
村
会
会
長
を

務
め
る
。

大
島
郡
町
村
会
会
長
／
鹿
児
島
県
伊
仙
町
長
　
大
久
保
　
明

は
じ
め
に
─
─
奄
美
群
島
の
独
自
性
と
魅
力
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き
が
い
・
幸
福
感
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
出
典
：
あ
ま
み
長
寿
・

子
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）。

　

し
か
し
、
奄
美
群
島
に
お
い
て
は
、
本
土
か
ら
遠
隔
の
外
海
離
島

や
台
風
常
襲
地
帯
と
い
っ
た
地
理
的
不
利
性
を
有
す
る
ほ
か
、
本
土

と
の
所
得
格
差
や
人
口
減
少
と
い
っ
た
厳
し
い

状
況
が
存
在
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
各
種
施
策

に
よ
る
復
興
、
振
興
、
振
興
開
発
に
取
り
組
み
、

一
定
の
成
果
は
あ
ら
わ
れ
て
き
た
も
の
の
、
未

だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
存
在
し
て
い
る
。

　

各
種
課
題
を
戦
略
的
に
解
決
し
、
自
立
し
た

奄
美
群
島
を
目
指
す
た
め
に
は
、
地
元
一
二
市

町
村
が
「
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
」

（
以
下
、
奄
振
法
）
に
基
づ
く
国
の
基
本
方
針
や

県
の
振
興
開
発
計
画
に
今
ま
で
以
上
に
主
体
的

に
関
わ
り
、
産
業
の
活
性
化
や
雇
用
の
創
出
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

平
成
二
五
年
二
月
、
一
二
市
町
村
が
主
体
と

な
り
、
奄
美
群
島
が
一
体
と
な
っ
た
施
策
の
展

開
を
行
う
べ
く
「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
」（
以
下
、
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
策
定
し
た
。
か
つ
て

の
日
本
復
帰
運
動
で
群
島
民
が
一
丸
と
な
っ
た
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
情
熱
と

強
い
団
結
力
）」
を
喚
起
し
、
奄
美
の
た
め
に
心
を
一
つ
に
し
た
上
で
、

地
元
が
主
体
と
な
る
振
興
開
発
に
向
け
た
、
一
〇
年
後
の
奄
美
群
島

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
た
。

　

同
二
一
年
度
の
法
改
正
時
か
ら
重
点
的
に
振
興
を
進
め
て
き
た

「
農
業
」「
観
光
／
交
流
」「
情
報
」
の
三
分
野
は
、
引
き
続
き
産
業
振

興
の
基
軸
と
し
た
。
ま
た
、奄
美
群
島
独
自
の
魅
力
で
あ
る「
文
化
」

と
人
材
の
誘
致
・
集
積
を
図
る
「
定
住
」
の
二
分
野
を
、
新
た
な
価

値
を
創
出
す
る
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
加
え
て
、
そ
の
達
成
度

を
測
る
た
め
の
成
果
指
標
を
独
自
に
設
定
し
、
今
後
は
、
地
元
が
果

た
す
べ
き
責
任
を
深
く
認
識
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
分
野
を
有
機
的

に
連
携
さ
せ
た
産
業
振
興
・
人
材
育
成
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
が
目
指
す
の
は
「
群
島
民
が
幸
せ
に
生
活
す
る
」
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
地
元
市
町
村
は
「
重
点
三
分
野
を
基
軸
と
し

て
、
雇
用
の
創
出
に
重
点
を
お
い
た
産
業
振
興
」
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
そ
の
主
体
と
な
る
の
は
民
間
企
業
で
あ
り
、
行
政
は
そ
の
活
動

を
支
援
す
る
。
こ
れ
ら
を
群
島
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
の
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
の
意
見
を
幅
広
く
取
り
入

れ
る
べ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
三
分
野
＋
二
分
野
に
お
い
て
活
躍
す
る
民
間

企
業
、
住
民
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　

同
二
四
年
度
に
は
、
各
島
分
科
会
を
各
三
回
ず
つ
開
催
。
市
町
村

の
境
界
を
越
え
島
を
単
位
と
し
て
、
住
民
自
ら
が
島
の
実
情
（
強
み
・

奄
美
群
島
の
厳
し
い
現
状
と
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン

表１　100歳以上の長寿者の状況

出典：鹿児島県ホームページ（平成21年）

人口１０万人当たり１００歳以上人口

 奄美群島 鹿児島県 全国

 116.86 54.80 31.68
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①
地
域
振
興
の
展
望

特
集
　奄
美
・
小
笠
原
法
改
正

弱
み
）
や
、
将
来
像
実
現
に
向
け
て
島
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
な
ど

を
議
論
し
た
。

　

各
島
分
科
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
に
取
り

組
む
四
つ
の
基
本
方
策
「
人
材
の
確
保
・
育
成
、
教
育
」「
奄
美
群
島

の
魅
力
の
発
揮
」「
共
生
・
協
働
の
推
進
、
交
流
・
連
携
の
強
化
」「
市

場
の
拡
大
（
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
）」
を
定
め
、
そ
の
上
で
各
島

の
戦
略
の
方
向
性
や
群
島
一
体
と
な
っ
た
奄
美
全
体
の
戦
略
の
基
本

方
策
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
戦
略
は
、
各
島
や
群
島

内
に
留
ま
ら
ず
、
ト
カ
ラ
・
奄
美
・
琉
球
諸
島
と
広
く
共
有
さ
れ
、

さ
ら
に
は
日
本
・
近
隣
ア
ジ
ア
・
世
界
へ
と
広
く
奄
美
群
島
を
発
信

し
て
い
く
。

　

地
元
の
自
立
に
向
け
た
動
き
を
受
け
て
、
こ
の
ほ
ど
奄
美
振
興
の

根
幹
を
な
す
奄
振
法
が
、
ま
さ
に
「
新
奄
振
法
」
と
い
う
べ
き
大
幅

な
内
容
の
拡
充
を
伴
っ
て
成
立
し
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
限
り

で
あ
る
。

　

な
か
で
も
、
奄
美
群
島
と
本
土
間
に
お
け
る
人

や
物
の
往
来
に
か
か
る
割
高
な
航
路
・
航
空
運
賃

や
、
農
林
水
産
物
の
輸
送
費
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と

に
強
い
期
待
を
も
っ
て
い
る
。
本
土
と
の
交
通
ア

ク
セ
ス
や
農
林
水
産
物
の
出
荷
コ
ス
ト
な
ど
の
改

善
は
、
奄
美
群
島
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
っ

た
。
新
奄
振
法
の
も
と
実
施
さ
れ
る
航
路
・
航
空

路
運
賃
軽
減
な
ら
び
に
農
林
水
産
物
輸
送
コ
ス
ト

支
援
を
機
に
、
本
土
と
奄
美
群
島
の
交
流
人
口
増

や
、
奄
美
群
島
産
の
農
林
水
産
物
の
販
売
力
が
強

化
さ
れ
る
と
嬉
し
い
。

　

ま
た
、
新
奄
振
法
に
お
い
て
は
、
地
元
の
責
任

が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
制
度
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、そ
の
一
つ
が「
市
町
村
産
業
振
興
促
進
計
画
」

図1　１人当たり所得の推移（昭和58年度～平成22年度） 

図２　総人口・鹿児島県人口・奄美群島人口 
　　　　（昭和30年人口を100とした場合の人口推移） 
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 「平成22年度大島郡民所得推計結果の概要」 

出典：「各年国勢調査」「人口統計資料集(2013)」 
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で
あ
る
。
単
独
ま
た
は
共
同
で
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
計
画
を
策
定

し
、
主
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
法
律
上
ま
た
は
税
制
上

の
特
例
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

奄
美
群
島
の
自
立
的
発
展
の
た
め
に
は
、
各
市
町
村
が
責
任
を

も
っ
て
、
わ
が
市
町
村
わ
が
島
の
み
な
ら
ず
群
島
一
体
で
足
並
み
を

そ
ろ
え
て
、
今
後
の
振
興
開
発
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
奄
振
法
に
よ
り
、
地
元
自
ら
の
責
任
の
も
と
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に

向
け
て
着
実
に
施
策
を
推
進
す
る
基
盤
が
整
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、
奄
美
群
島
の
自
立
的
発
展
の
主
体
は
民
間
企
業

な
ど
で
あ
り
、
行
政
は
そ
れ
を
支
援
す
る
立
場
で
あ
る
。
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
る
三
つ
の
将
来
像
「
若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
夢
を
実
現
す

る
島
」「
す
べ
て
の
『
島
ち
ゅ
』（
※
註
）
が
主
人
公
と
し
て
活
躍
す
る

島
」「
世
界
の
人
々
に
魅
力
を
伝
え
る
宝
の
島
」
を
目
指
し
、
各
人
が

自
ら
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
実
現
に
つ
な
が
る
。

　

奇
し
く
も
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
奄
美
群
島
を
大
き
く
報

じ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
た
。
平
成
二
五
年
一
月
、
わ
が
国
の
世
界
遺

産
暫
定
一
覧
表
に
「
奄
美
・
琉
球
」
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切
り

に
、
八
月
に
は
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
第
二
弾
と
し
て
全
国
の
離
島
で
は

初
め
て
と
な
る
「
奄
美
ナ
ン
バ
ー
」
導
入
の
決
定
。
ま
た
奄
美
群
島

日
本
復
帰
六
〇
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
年
間
を
通

し
て
群
島
内
外
で
各
種
記
念
行
事
が
催
さ
れ
、
先
人
の
功
績
と
熱
い

思
い
を
語
り
継
ぎ
、
未
来
に
つ
な
ぐ
気
運
で
溢
れ
た
。

　

年
が
明
け
て
同
二
六
年
一
月
、
鹿
児
島
県
立
大
島
高
等
学
校
の
第

八
六
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
出
場
が
決
定
し
、
奄
美
群
島
初
の

甲
子
園
出
場
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
追
い
風
の
中
に
、
奄
美
群
島
は
、
自
立
的
で
持
続
可

能
な
発
展
を
実
現
し
、
国
内
に
お
け
る
地
域
振
興
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
な
る
決
意
で
あ
る
。

　

奄
振
法
の
改
正
に
あ
た
り
、
奄
美
群
島
内
市
町
村
長
は
時
宜
を
得

て
、
関
係
す
る
皆
様
に
厳
し
い
島
の
現
状
と
課
題
を
繰
り
返
し
訴
え

続
け
て
き
た
。
ま
た
、
私
自
身
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
審
議
会
の
委

員
と
し
て
地
元
の
実
情
を
申
し
述
べ
て
き
た
。

　

今
回
の
法
改
正
は
、
そ
れ
ら
地
元
の
意
見
を
汲
ん
で
い
た
だ
い
た

結
果
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。
鹿
児
島
県
選
出
国
会
議
員
で
あ

る
保
岡
興
治
先
生
（
自
民
党
奄
美
振
興
特
別
委
員
会
委
員
長
）
な
ら
び
に

森
山
裕
先
生
（
同
事
務
局
長
）、
公
明
党
奄
美
テ
ィ
ダ
委
員
会
委
員
長

で
あ
る
遠
山
清
彦
先
生
ほ
か
、
関
係
す
る
多
く
の
先
生
方
の
ご
尽
力

を
賜
っ
た
。
各
先
生
方
が
奄
美
群
島
の
実
情
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た

上
で
、
予
算
の
確
保
及
び
法
改
正
に
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
ほ
か
関
係
省
庁
、
鹿
児
島
県
に
お
か
れ
て
は
、

地
元
市
町
村
と
思
い
を
一
つ
に
し
て
法
改
正
な
ら
び
に
新
制
度
の
成

立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
。
法
改
正
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。 

■

お
わ
り
に
─
─
謝
辞

※註　島ちゅ：群島民、出身者、ファンのこと。




